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２０１２年（平成２４年） 

８月 

 １期生（選手１１名）入部 

「ＳＮＫＢＢＣ（栄・野沢温泉・木島平ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ）」として創部 

  ＫＢボール（通称：Ｋボール）を使用した活動を開始 

１０月 第７回ＫＢ全国中学生秋季野球大会（全国大会） 出場  

 

２０１３年（平成２５年） 

７月 
 ２期生（選手１６名）入部 

チーム名を「北信州ＫＢクラブ」に改称 

 

２０１４年（平成２６年） 

７月  ３期生（選手１４名）入部 

８月  第１回北信州Ｋボール大会の中止（雨天） 

１０月  主催事業「長野県連合 2014」の実施 

 

２０１５年（平成２７年） 

１月 
 Ｋボールの正式名称が「ＫＷＢボール」に変更 

（「日本ＫＢ連盟」が「日本ＫＷＢ連盟」に改称） 

６月  チーム名を「北信州クラブ」に改称 

７月  ４期生（選手２１名）入部 

 ９月  第７回魚沼コシヒカリ大会 優勝 

１０月 
 第２回北信州Ｋボール大会の主催（オリンピックスタジアム） 

 主催事業「長野県連合 2015」の実施 

 

２０１６年（平成２８年） 

７月  ５期生（選手１７名）入部 

 ９月  第３回北信州Ｋボール大会の主催 

１０月  県予選後の硬式球を使用した練習を本格化 硬式大会への参加開始 

 

２０１７年（平成２９年） 

７月  ６期生（選手２１名）入部 

９月  第４回北信州Ｋボール大会の主催 

 

２０１８年（平成３０年） 

６月 
 ７期生（選手１８名、マネージャー２名）入部 

 メインの使用球を軟式Ｍ号に変更（Ｋボールの使用を取りやめ） 

８月 日本ＫＷＢ連盟が「（一財）日本中学生野球連盟」に名称変更 

９月 

第５回北信州中学３年生交流野球大会の主催 

第１８回全国中学生都道府県対抗野球大会（全国大会） 出場 

ブロック２位（全国ベスト１６） 

１１月 主催事業「長野県連合 2018」の実施 
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２０１９年（平成３１年／令和元年） 

６月  ８期生（選手２０名）入部 

８月  第２回全国中学生野球岩手大会（全国大会） 出場 

 ９月  第６回北信州中学３年生交流野球大会の主催 

１０月  主催事業「長野県連合 2019」の主催 

 

２０２０年（令和２年） 

５月  「新型コロナウィルス感染症に関わるチーム対応方針」の策定 

７月  ９期生（選手１５名）入部 

８月  第７回北信州中学３年生交流野球大会を中止（新型コロナ感染拡大防止のため） 

 

２０２１年（令和３年） 

６月  １０期生（選手１９名、マネージャー２名）入部 

７月  第８回北信州中学３年生交流野球大会（１日目）の主催 

８月 
 第８回北信州中学３年生交流野球大会（２日目）を中止 

 （新型コロナ感染拡大防止のため） 

 

２０２２年（令和４年） 

７月  １１期生（選手２１名）入部 

９月  オールジャパンベースボール中等部 2022 全国大会 出場 

 

２０２３年（令和５年） 

９月  １２期生（選手１４名）入部 

１２月  中学１年生からの入部を可能に 

 

２０２４年（令和６年） 

１月  （現在に至る） 

 

 

 


